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平成２８年大磯町議会 

９月定例会一般質問（９月１２日・１３日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

８番 

清田 文雄議員 

（ 30 分） 

9:05～9：35 

 

１．大磯海岸の海岸浸食について 

以前より大磯海岸の砂浜の浸食については、漁業関係者や海を愛する

方々より危惧する声が聞かれて来た。平成 19 年の台風９号で西湘バイパ

ス二宮ＩＣから東側海岸において甚大な被害が発生し、さらに大規模な海

岸浸食が起こり現在に至っている。これにより国・県では西湘海岸保全対

策がとられ砂浜全体の回復を図るため、平成 26 年より海岸保全施設の整

備に着手した。これを受けて町の海岸浸食に対しての対応を問う。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

３番 

関  威國議員 

（ 40 分） 

9：55～10：35 

 

１．来年４月にオープンする「旧吉田茂邸」は新たな財政負担にならない 

 か 

 「旧吉田茂邸」は大磯プリンスホテルの別館として利用されていた。町

は県と連携し邸宅の整備・利活用の計画を進められていたところ、平成 21

年３月に原因不明の出火により焼失した。 

 町は「大磯町旧吉田茂邸再建基金」を設置し募金活動を行い再建に取り

組んできた。 

 そして、平成 28 年６月に建物が完成し、県から移管され町の所有にな

った。素晴らしい建物は完成したが、吉田茂元首相の「思い出の品」は全

て消失してしまい、観光客にいかに満足していただき、観光収入に結び付

けるかが課題である。運営維持管理費などは入館料などの収入で賄える

か、それとも新たな財政負担になるのか下記について問う。 

（１）再建事業費の総額はいくらか。 

（２）新しい正式名称は何か。 

（３）来年４月オープンする「旧吉田茂邸」の収支計画は。 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

３ 

６番 

奥津 勝子議員 

（ 60 分） 

10:55 ～11:55 

 

１．地域包括支援について 

介護保険事業計画は、今 2017 年迄の第６期計画を進めているが、団塊

世代が 75歳を迎える 2025年に向け、町は事業計画を中長期的な視野に立

った施策を考える事になっている。 

高齢者、障がい者も含めての地域包括支援について伺う。 

（１）在宅医療、介護連携の推進は。 

（２）認知症施策の推進は。 

（３）地域ケア会議の推進は。 

（４）生活支援サービスの充実・強化は。 

 

 

 

 

町 長 
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４ 

９番 

玉虫志保実議員 

（ 40 分） 

13:00～13:40 

１．卓話集会について 

（１）開催時間が１時間から２時間強という短い時間の中で開催されてき

た過去５年間の卓話集会は、その目的を果たして来たか。 

（２）町長に直訴できる場という点では「平成目安箱」も同じと考えるが、

卓話集会という形をとることでの町、町民のメリット、デメリットは。 

（３）参加人数が減少しているが、考えられる理由は。開催日、開催時刻

などに問題はないか。また、地区の役員、町職員の負担になっていな

いか。 

（４）今年度の卓話集会はどの様に進めるのか。新しい取り組みや改善点

はあるか。 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

１１番 

高橋 英俊議員 

（ 30 分） 

14：00～14：30 

 

１．第 10次大磯町交通安全計画について 

 町は第９次交通安全計画をどのように総括され、次の計画を作成してい

くのか。 

 町内の国道、県道、町道の課題をどのように認識されているか。 

（１）通学路の安全性について。 

（２）大磯駅入り口交差点の横断歩道設置要望について。 

（３）国府新宿地区の慢性的な渋滞について。 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

６ 

１５番 

柴崎  茂議員 

（ 90 分） 

14:50～16:20 

 

１． 町民の生命・財産は守られているか 

 代官山、三沢川、国府新宿の国道１号とＪＲにはさまれた所の雨水排水、

大磯郵便局東側 134号入口の横断歩道及び８月 22日の台風９号への町対

応について。 

 

２． 中﨑大磯町政はきちんと検査・監査を受けているか 

（１）８月 17日の総務建設常任委員会協議会の報告（福井県敦賀市民間

最終処分場問題ほか）について。 

（２）消防指令システムの監査請求について。 

（３）Ｈ26年５月に実施された町立国府中学校の修学旅行の事故報告が県

中教育事務所に提出されない件、他国府中学校の問題について。 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

７ 

７番 

二宮加寿子議員 

（ 65 分） 

9：00～10：05 

 

１．町民の健康づくりについて 

 町民の健康づくりでは、自らの健康状態を把握し予防することが大切で

ある。また、町としても世代ごとにいろいろな取り組みが必要である。世

代ごとの健康づくりとしては、高齢期においては「転倒予防」、「認知症予

防」、「メタボやロコモ」、「低栄養」、成人期においては「生活習慣病の予

防」、「がん検診」、学童期においては「体力づくり」、「正しい生活習慣の

獲得」、母子においては「妊娠中からの健康管理」、「出生後のワクチン接

種」、「発育、発達状況の確認」などがある。また、全世代を通じて、口腔

の健康づくりの大切さもある。神奈川県では、未病を改善する取り組みを

進めている。この様な中、特に次の点について伺う。 

（１）高齢者の低栄養があるが、町はどのような取り組みをしているのか。

また、関係機関などとどの様な連携を図っているのか。 

（２）母子健康づくりの取り組みについて、町では、妊娠から幼児期まで

の健康づくりでどの様な取り組みをしているのか。 

 

２．町の防災対策について 

 ９月１日は「防災の日」である。防災週間として８月 30 日から９月５

日に先がけ、８月 21 日防災フェアをふくむ避難訓練が行われ避難所の運

営など各ブースの設置とともに日頃からの備えが大事なことを再認識し

た。８月 22 日には、台風９号の上陸で不動川が氾濫危険水位になり風水

害警報が発令され、普段の防災意識や町民の命や財産を守る取り組みの必

要性を感じた。次の点について伺う。 

（１）国府小学校体育館避難所の雨漏りは。 

（２）避難所における共通ルールや名簿の扱いは。 

（３）ペットの飼育環境は。 

（４）トイレの設置環境は。 

（５）障害者差別解消法による合理的配慮と災害対応は。 

（６）備蓄品の状況は。 

（７）津波看板の色分けの周知や観光客への対応、水位の表示設置状況は。 

（８）災害用伝言ダイヤル、大磯町防災メールの登録は。 

（９）風水害における避難勧告が出た場合の移動方法は。 

 

３．動物愛護の教育について 

 動物保護を目的としたボランティアとの協働による環境整備が進めら

れ 2020 年犬猫殺処分ゼロを目指しているが、教育の中で小動物を愛護す

る取り組みはあるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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８ 

１２番 

鈴木 京子議員 

（ 90 分） 

10：25～11：55 

 

１．恒道会の運営改善について 

 空ベッド解消の道筋は依然見えてこないだけでなく、益々混迷は深まっ

ているのではないか。町は直接現場の状況や原因の把握をし、運営改善を

進めるべきと考える。町の所見を問う。 

 

２．かたつむりの家の施設退去について 

 横溝千鶴子記念障害福祉センター（すばる）の施設使用をしている社会

福祉法人おおいそ福祉会に対し、町は期限を切って退去を求めている。そ

のため、利用者や家族は不安を抱えているが、町はどうする考えかを問う。 

 

３．ＰＴＡ会費流用について 

 ６月の一般質問で答弁があった調査結果は。義務教育に係る経費が平成

27年度に流用されたと考えるが、所見を問う。 

 

４．まちづくりの課題について 

 以下の項目について、町の所見を問う。 

（１）役場隣のサン・ライフ葬儀場の住民要望について。 

（２）ＮＣＲ跡地の新たな動きについて。 

（３）駐輪場解体後の駅前整備の進め方について。 

（４）石神台の太陽光発電所設置に関する住民要望について。 

 

５．大磯学童保育所の施設拡充について 

 大磯小学校内で運営する大磯学童保育所では利用者増で拡充が必要で

ある。町の対応を問う。 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

９ 

２番 

竹内恵美子議員 

（ 50 分） 

13：00～13：50 

 

 

 

１． 子どもの貧困対策について 

（１）本町の就学支援の充実について。 

  ①就学援助の状況は。 

  ②就学制度への周知は。 

  ③就学援助の申請・手続きは。 

（２）学校と地域や福祉機関との連携について。 

 

２．はつらつサポーター事業について 

（１）参加者の人数の推移は。 

（２）活動先の事業所の状況は。 

（３）ポイントの交換状況や利用状況は。 

（４）介護予防事業としての、この事業の今後の展望は。 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

町 長 
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１０ 

１３番 

渡辺 順子議員 

（ 90 分） 

14:10～15:40 

 

１．エネルギー政策の展望を問う 

 全国的に企業や住民による再生可能エネルギーを推進する活動が進ん

でいる一方、自治体が主体となって大手電力会社に頼らない再生可能エネ

ルギーの地産地消の環境を整備し、環境を保全しながら地域の活性化や雇

用を創出する総合的な取り組みも進んでいる。 

 本町では平成 27年４月「大磯町省エネルギー及び再生可能エネルギー

の利用の推進に関する条例」が施行された事に伴い、新たに環境課、環境・

エネルギー係が設置された。 

 環境基本計画の推進や本条例の特徴であるエネルギーの地産地消によ

るまちづくりが大きく進展すると期待しているが今後の展望を問う。 

 

２．学校給食について 

（１）本年１月から実施された中学校給食について保護者や生徒からどの

ような意見が届いているか。また、その対応について。 

（２）食材費の徴収について。 

（３）食材の放射性物質の検査について。 

 

３．町の福祉政策について 

（１）横溝千鶴子記念障害福祉センターの施設利用者への配慮について。 

（２）町は大磯恒道会に対して介護保険者としての責任をどう果たしてい

くのか。 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

町 長 

 

１０名  ２０問 

 

※時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


